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表 1　「えんれいのそら」 の栽培特性　（2012 ～ 2017 年　奨励品種決定調査成績）

研究成果

1

農研ニュース　第２４号　　平成３１年（２０１９年）１月発行
発行所   富山県農林水産総合技術センター農業研究所

〒939-8153 富山市吉岡1124－1　TEL 076-429-2111
農林水産総合技術センターＨＰアドレス　http://taffrc.pref.toyama.jp/nsgc/nougyou/

vol.24
平成31年1月富山県農林水産総合技術センター農業研究所

8

“新”大豆奨励品種「えんれいのそら」の特性
～高品質で収量損失も少ないエンレイがデビューします！～

育種課　研究員　田中 寿樹

農業研究所の活動から

日本土壌肥料学会「技術奨励賞」受賞（藤沢市、8月30日）

日本作物学会第246回　講演会（札幌市、9月5-6日）

日本育種学会第134回　講演会（岡山市、9月22-23日）

農業研究所公開セミナーを開催（農業研修会館、11月8日）

「えんれいのそら」　　　「エンレイ」
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写真 2  2016 年産子実の比較

表 2　「えんれいのそら」 の品質および加工特性　（2012 ～ 2017 年　農業研究所）

自
然
落
下
損
失（
％
）

15

12

9

6

3

0

頭
部
損
失
割
合（
％
）

20

15

10

5

0

研究成果

イネの高温登熟性遺伝子Apq1の特定とメカニズムの解明
～県産米過去最高の一等米比率に貢献～

育種課　副主幹研究員　村田 和優

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

「えんれいのそら」
腐敗粒 1.4% 

「エンレイ」
腐敗粒 12.8%

1) 2012 ～ 2015 年は長野県野菜花き試験場、 2016 年からは ( 国法 ) 農研機構中央農業研究所北陸研究拠点での分析

成熟期後日数（日）
図 1　成熟期後の自然落下損失の推移
　　　 （2011 農業研究所）

図 2　コンバイン収穫時の収量損失比較
　　　 （2011 農業研究所）

図 1　白未熟粒の断面図

胚乳内のデンプンの詰まりが悪いと間隙ができ、

これが白く映って白未熟粒となる。

図 2　高温下における品質比較
「富富富」 は、 より白未熟粒の発生が少ない。

えんれいのそら

適期刈取 刈り遅れ

エンレイ えんれいのそら エンレイ

基白粒

富富富 コシヒカリ

背白粒 乳白粒

品種名
百粒重

（g）
整粒割合

（％）

障害粒（粒数％）

裂皮　　しわ

成分分析値（％）1）

粗蛋白質　　粗脂肪　　全糖

えんれいのそら

エンレイ

34.7

32.5

84.5

73.6

1.6

3.5

10.3

15.5

46.7

46.7

19.7

19.9

20.4

20.3
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写真 2  2016 年産子実の比較

表 2　「えんれいのそら」 の品質および加工特性　（2012 ～ 2017 年　農業研究所）
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研究成果

イネの高温登熟性遺伝子Apq1の特定とメカニズムの解明
～県産米過去最高の一等米比率に貢献～

育種課　副主幹研究員　村田 和優

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

「えんれいのそら」
腐敗粒 1.4% 

「エンレイ」
腐敗粒 12.8%

1) 2012 ～ 2015 年は長野県野菜花き試験場、 2016 年からは ( 国法 ) 農研機構中央農業研究所北陸研究拠点での分析

成熟期後日数（日）
図 1　成熟期後の自然落下損失の推移
　　　 （2011 農業研究所）

図 2　コンバイン収穫時の収量損失比較
　　　 （2011 農業研究所）

図 1　白未熟粒の断面図

胚乳内のデンプンの詰まりが悪いと間隙ができ、

これが白く映って白未熟粒となる。

図 2　高温下における品質比較
「富富富」 は、 より白未熟粒の発生が少ない。

えんれいのそら

適期刈取 刈り遅れ

エンレイ えんれいのそら エンレイ

基白粒

富富富 コシヒカリ

背白粒 乳白粒

品種名
百粒重

（g）
整粒割合

（％）

障害粒（粒数％）

裂皮　　しわ

成分分析値（％）1）

粗蛋白質　　粗脂肪　　全糖

えんれいのそら

エンレイ

34.7

32.5

84.5

73.6

1.6

3.5

10.3

15.5

46.7

46.7

19.7

19.9

20.4
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研究成果

水稲「やまだわら」の飼料用安定多収生産に向けた施肥法と
省力栽培技術　～安くたくさんとって収益向上～

栽培課　研究員　板谷 恭兵
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対照個体（ベクターのみ導入） ハバタキ型Susy3 遺伝子を導入

図 3　ハバタキ型 Sus3 を導入した形質転換体の
　　　  高温登熟性 （福井県立大よりデータ提供）

対照を 15 個体、 ハバタキ型 Sus3 導入個体を 11 個体供

試し、 7 ～ 19 時 34℃/19 ～ 7 時 26℃に設定した温室内で

開花、 登熟させ、 収穫後の玄米を目視調査。

ハバタキ型 Sus3 の導入個体は、いずれも背白粒・基白
粒が全く発生しない。

図 4　ハバタキ型 / コシヒカリ型 Sus3 の発現推移
　　　 （福井県立大よりデータ提供）

高温区は 7 ～ 19 時 34℃/19 ～ 7 時 26℃、 低温区は 7 ～

19 時 25℃/19 ～ 7 時 23℃に設定。 遺伝子発現量はユビ

キチン遺伝子 （OsUbi1） との相対値。

ハバタキ型 Sus3遺伝子は、高温下でより強く発現する。

図 5　「富富富」 と 「コシヒカリ」 のデンプン粒

開花 12 日後に強勢穎花の籾を押しつぶして抽出した

乳液状内のデンプン粒を顕微鏡で観察 （×400 倍）

「富富富」ではより多くのデンプン粒が作られている。

開花

遺伝子の
はたらき多い

日

低温区　コシヒカリ富山APQ1号
　　　　（　　　　　　　　  ）

高温区　コシヒカリ富山APQ1号
高温区　コシヒカリ

ハバタキ型Susy3
低温区　コシヒカリ
　　　　（  　　　　　　　　  ）コシヒカリ型Susy3

富富富 （8/4 開花） コシヒカリ （8/4 開花）

表 1　移植時期別の生育ステージおよび粗玄米重

注） 施肥 : 基肥を窒素成分で約 6kg/10a、 穂肥を幼穂形成期と

　　　　　　　その 10 日後に 3kg/10a で 2 回施用

年次 移植日

4/26
5/9
5/24
4/26
5/8

粗玄米重
（kg/10a）

927
883
758
883
834

7/5
7/8
7/16
7/7
7/11

幼穂形成期

7/31
8/3
8/9
7/29
8/4

出穂期

生育ステージ

9/29
10/5
10/14
10/2
10/6

成熟期

2016

2017

図 1　窒素施用量と粗玄米重の関係 (2015 ～ 2017)
注 1） 2016 年、 2017 年の農業研究所の結果および農林振興センター

　　　　で実施された 2015 年～ 2016 年の県内の現地試験ほ場の結果

注 2） 分施 ： 基肥 3.2 ～ 8.6kg/10a、 中間追肥 0 ～ 6kg/10a、

　　　　　　　　 穂肥 1 ～ 9kg/10a、 計 8.0 ～ 17.8kg/10a の範囲で実施

　　 　  全量基肥 ： 6.7 ～ 16.2kg/10a の範囲で実施 （肥料は 6 銘柄を使用）

図 2　㎡当たり着粒数と粗玄米重の関係 (2015 ～ 2017)

図 3　出穂後の積算気温と登熟歩合の関係 (2016、 2017)
注 1） 登熟歩合は籾数に対する粒厚 1.7mm 以上の玄米粒数の比

注 2） 表 1 の 2 年 5 作期の栽培試験結果より作成
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研究成果

水稲「やまだわら」の飼料用安定多収生産に向けた施肥法と
省力栽培技術　～安くたくさんとって収益向上～

栽培課　研究員　板谷 恭兵
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対照個体（ベクターのみ導入） ハバタキ型Susy3 遺伝子を導入

図 3　ハバタキ型 Sus3 を導入した形質転換体の
　　　  高温登熟性 （福井県立大よりデータ提供）

対照を 15 個体、 ハバタキ型 Sus3 導入個体を 11 個体供

試し、 7 ～ 19 時 34℃/19 ～ 7 時 26℃に設定した温室内で

開花、 登熟させ、 収穫後の玄米を目視調査。

ハバタキ型 Sus3 の導入個体は、いずれも背白粒・基白
粒が全く発生しない。

図 4　ハバタキ型 / コシヒカリ型 Sus3 の発現推移
　　　 （福井県立大よりデータ提供）

高温区は 7 ～ 19 時 34℃/19 ～ 7 時 26℃、 低温区は 7 ～

19 時 25℃/19 ～ 7 時 23℃に設定。 遺伝子発現量はユビ

キチン遺伝子 （OsUbi1） との相対値。

ハバタキ型 Sus3遺伝子は、高温下でより強く発現する。

図 5　「富富富」 と 「コシヒカリ」 のデンプン粒

開花 12 日後に強勢穎花の籾を押しつぶして抽出した

乳液状内のデンプン粒を顕微鏡で観察 （×400 倍）

「富富富」ではより多くのデンプン粒が作られている。

開花

遺伝子の
はたらき多い

日

低温区　コシヒカリ富山APQ1号
　　　　（　　　　　　　　  ）

高温区　コシヒカリ富山APQ1号
高温区　コシヒカリ

ハバタキ型Susy3
低温区　コシヒカリ
　　　　（  　　　　　　　　  ）コシヒカリ型Susy3

富富富 （8/4 開花） コシヒカリ （8/4 開花）

表 1　移植時期別の生育ステージおよび粗玄米重

注） 施肥 : 基肥を窒素成分で約 6kg/10a、 穂肥を幼穂形成期と

　　　　　　　その 10 日後に 3kg/10a で 2 回施用

年次 移植日

4/26
5/9
5/24
4/26
5/8

粗玄米重
（kg/10a）

927
883
758
883
834

7/5
7/8
7/16
7/7
7/11

幼穂形成期

7/31
8/3
8/9
7/29
8/4

出穂期

生育ステージ

9/29
10/5
10/14
10/2
10/6

成熟期

2016

2017

図 1　窒素施用量と粗玄米重の関係 (2015 ～ 2017)
注 1） 2016 年、 2017 年の農業研究所の結果および農林振興センター

　　　　で実施された 2015 年～ 2016 年の県内の現地試験ほ場の結果

注 2） 分施 ： 基肥 3.2 ～ 8.6kg/10a、 中間追肥 0 ～ 6kg/10a、

　　　　　　　　 穂肥 1 ～ 9kg/10a、 計 8.0 ～ 17.8kg/10a の範囲で実施

　　 　  全量基肥 ： 6.7 ～ 16.2kg/10a の範囲で実施 （肥料は 6 銘柄を使用）

図 2　㎡当たり着粒数と粗玄米重の関係 (2015 ～ 2017)

図 3　出穂後の積算気温と登熟歩合の関係 (2016、 2017)
注 1） 登熟歩合は籾数に対する粒厚 1.7mm 以上の玄米粒数の比

注 2） 表 1 の 2 年 5 作期の栽培試験結果より作成
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図 4　出穂後の積算気温と籾水分の関係 (2016、 2017)
注） 表 1 の 2 年 5 作期の栽培試験結果より作成

表2　播種量（乾籾相当）、苗立数、穂数および粗玄米重 図 6　苗箱への播種量と栽植密度が収量および穂数に
及ぼす影響 (2016、 2017)

注） 苗箱への播種量 ( 乾籾 ): 慣行苗 120g/ 箱、 高密度苗 240 ～ 280g/ 箱

栽植密度 ： 慣行、 高密度 　2016 年は 70 株 / 坪、 2017 年は 60 株 / 坪、

高密度播種、 疎植　 2016 年、 2017 年ともに 37 株 / 坪

写真 1　LAMP 法によるもみ枯
細菌病の保菌程度の評価

写真 2　育苗培土の種類によって
異なるもみ枯細菌病の発生様相
（上） 軽量培土、 （下） 粒状培土

写真 3　ブロッター法による
籾表面のいもち病菌分生子

写真 4　品種によるいもち病
抵抗性の違い （上） 「富富富」、
（下） コシヒカリ

図 7　穂数と 1 穂着粒数の関係 (2016、 2017)
注） 黄色の凡例は慣行栽培、 青色の凡例は高密度播種、 疎植栽培

を示す。

図 5　幼穂形成期の生育量と倒伏程度の関係
 (2016、 2017)

注） 倒伏程度 ： 倒伏の角度と面積から 0 ～ 5 の 6 段階で評価

注） 窒素施用量

土中直播 ： 2 ヵ年ともに基肥を 5kg/10a、 穂肥を 3kg/10a で 2 回施用

表面直播 ： 2016 年は基肥を 5.8kg/10a、 穂肥を 3kg/10a で 2 回施用

2017 年は基肥 5kg/10a、 中間追肥 3kg/10a、

穂肥を 3kg/10a で 2 回施用

V 溝直播 ： 2016 年は LPss 乾田直播専用を窒素成分で 10kg/10a、

穂肥を 2kg/10a で 2 回施用

2017 年は LPss 乾田直播専用を窒素成分で 14kg/10a 施用
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図 4　出穂後の積算気温と籾水分の関係 (2016、 2017)
注） 表 1 の 2 年 5 作期の栽培試験結果より作成

表2　播種量（乾籾相当）、苗立数、穂数および粗玄米重 図 6　苗箱への播種量と栽植密度が収量および穂数に
及ぼす影響 (2016、 2017)

注） 苗箱への播種量 ( 乾籾 ): 慣行苗 120g/ 箱、 高密度苗 240 ～ 280g/ 箱

栽植密度 ： 慣行、 高密度 　2016 年は 70 株 / 坪、 2017 年は 60 株 / 坪、

高密度播種、 疎植　 2016 年、 2017 年ともに 37 株 / 坪

写真 1　LAMP 法によるもみ枯
細菌病の保菌程度の評価

写真 2　育苗培土の種類によって
異なるもみ枯細菌病の発生様相
（上） 軽量培土、 （下） 粒状培土

写真 3　ブロッター法による
籾表面のいもち病菌分生子

写真 4　品種によるいもち病
抵抗性の違い （上） 「富富富」、
（下） コシヒカリ

図 7　穂数と 1 穂着粒数の関係 (2016、 2017)
注） 黄色の凡例は慣行栽培、 青色の凡例は高密度播種、 疎植栽培

を示す。

図 5　幼穂形成期の生育量と倒伏程度の関係
 (2016、 2017)

注） 倒伏程度 ： 倒伏の角度と面積から 0 ～ 5 の 6 段階で評価

注） 窒素施用量

土中直播 ： 2 ヵ年ともに基肥を 5kg/10a、 穂肥を 3kg/10a で 2 回施用

表面直播 ： 2016 年は基肥を 5.8kg/10a、 穂肥を 3kg/10a で 2 回施用

2017 年は基肥 5kg/10a、 中間追肥 3kg/10a、

穂肥を 3kg/10a で 2 回施用

V 溝直播 ： 2016 年は LPss 乾田直播専用を窒素成分で 10kg/10a、

穂肥を 2kg/10a で 2 回施用

2017 年は LPss 乾田直播専用を窒素成分で 14kg/10a 施用
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写真 1  草姿の比較 （2016.8.30 撮影）

表 1　「えんれいのそら」 の栽培特性　（2012 ～ 2017 年　奨励品種決定調査成績）

研究成果

1
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農林水産総合技術センターＨＰアドレス　http://taffrc.pref.toyama.jp/nsgc/nougyou/
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平成31年1月富山県農林水産総合技術センター農業研究所

8

“新”大豆奨励品種「えんれいのそら」の特性
～高品質で収量損失も少ないエンレイがデビューします！～

育種課　研究員　田中 寿樹

農業研究所の活動から

日本土壌肥料学会「技術奨励賞」受賞（藤沢市、8月30日）

日本作物学会第246回　講演会（札幌市、9月5-6日）

日本育種学会第134回　講演会（岡山市、9月22-23日）

農業研究所公開セミナーを開催（農業研修会館、11月8日）

「えんれいのそら」　　　「エンレイ」


